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 研究内容： 超対称性と関連する物理模型における経路積分と幾何学的対象の関連について 

 
研究内容と目的 
超対称性と呼ばれる対称性を持つ（またはこれと関連する）物理模型における経

路積分によって幾何学的な量や公式を再現することに主に取り組んでいる．この目
的は物理模型と幾何学的な量の対応関係を探り，ある対象を物理，数学の二つの分
野からの双方向的な視点でとらえなおし，新たな対象を見出すことである． 
 

 

これまでの研究内容 
1. 位相的シグマ模型と正則ベクトル場によるポテンシャルを用いた固定点定理

（Bottの留数定理）の導出 [JK] 
（秦泉寺雅夫氏との共同研究） 
 

2. Mathai-Quillen 形式と Atiyah-Jeffrey 構成を用いた複素グラスマン多様体のオイラ
ー数を得ることができる物理模型の構成とコホモロジー環のフェルミオン場に
よる表現 [IJK] 
（秦泉寺雅夫氏，今西翔一郎氏との共同研究） 
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